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　国際ロータリ ーの第五奉仕部門である、青少年奉仕は、ロータリーが若い世代を重視していることを表

している。

　それは、青少年が将来出現する課題を克服できるよう、私たちが、ロータリアンとして青少年への奉仕、 

青少年の将来に対する奉仕、 更に人類全体への奉仕を通じて様 な々ツールを提供しようと努力することで

ある。

一つの奉仕部門において、青少年に対するプログラムやプロジェクトを組み合わせることで、クラブや地区は

より強いアプローチで、この価値ある活動に関与する事ができる。

青少年奉仕には以下が含まれている。

1. 青少年の間での高い倫理基準及び倫理的な意思決定を推奨する。

2. 青少年のニーズや願望や関心を理解し、認識する。

3. 地元の地域社会でのブログラムの実施を通して、青少年に機会を提供する。

4. 国際ロータリーが提供する人道的、指導力養成、教育関連のプログラムへの青少年の参加を奨励する。

青少年奉仕の基本原則 (ロータリー草典8.050.)

上記基本原則をもう一度 会員相互で改めて確認し活動を行うのが、本委員会の役割と思います。

今年度は福島会長の高松グリーンロータリークラブ方針「継続と挑戦」に基ずいて讃岐学園のアフターサ

ポート等青少年奉仕委員会に関する継続事業の維持及び時の求める青少年奉仕活動を検討していきた

いと思います。

会員の皆様のご理解とご協力を、心よりお願い申し上げます
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